
２０１７年度宇部市地球温暖化対策ネットワーク総会記録 

 

日  時：２０１７年６月１７日（土）１３：３０～１６：３０ 

会  場：宇部市総合福祉会館 ボランティア交流ホール(大) 

出席者数：約５０名 

 

★本総会で使用する電力のすべて(空調 84kwh＋照明・機器電力 12kwh)を、山口県産の太陽光のグリーン

電力でまかなった。（UNCCAの 2017年度購入分：500kwhより） 

★自家用車での来場者にカーボン・オフセット募金への協力をお願いした。 

 

次  第： 

第１部：総会（13：30～14：30） 

総会 

１． 代表あいさつ  UNCCA代表 溝田 忠人 

２． 来賓あいさつ  宇部市長   久保田 后子 氏 

３． 議 事 

第１号議案 ２０１６年度事業報告・収支決算報告・監査報告について 

第２号議案 ２０１７年度事業計画（案）・収支予算（案）について 

第３号議案 役員改選 

 

議 事 録  

議  長：宇部市地球温暖化対策ネットワーク代表 溝田 忠人 

議  事：・議案は５月３１日の幹事会にて了承済 

・承認は第１～３号各議案の審議終了後、拍手を以て行う 

 

第１号議案（報告事項）‥２０１６年度事業報告・収支決算報告・監査報告について 

・事務局より２０１６年度事業報告・収支決算報告 

・片岡監査より監査報告 

第２号議案（審議事項）‥２０１７年度事業計画（案）・収支予算（案）について 

・事務局より説明 

第３号議案（報告事項）‥役員改選 

・事務局より説明 

 

第１号議案 

質疑：なし 

承認：拍手多数を以て承認を得た。 

 

第２号議案 

質疑： 

意見】エコレンジャー事業について。応募は集まっているか。不足ならば学校への働きかけが必

要ではないか。 

事務局】すでに働きかけは行っている。伝手を頼るのが一番効果が高いので、すでにエコレンジャ

ーになってもらった方に、ほかの方への声かけをお願いしている。 

議長】自治会への取り組みを広げた件について、詳細を紹介してほしい。 

事務局】環境イベントに来ないような無関心層に啓発を行いたいと考えたため、宇部市と相談し自

治会に呼び掛けることにした。すでに講習会の依頼も来ている。 



三好幹事】学校はとてもチラシがたくさんくる。チラシを配るだけではなかなか人は集まらない。 

     人から紹介されるというのが一番効果が高い。（エコレンジャー募集についての意見） 

村上幹事】スタディツアー受け入れ時の内容はどうなっているか。 

事務局】検討中。先方が宇部高校との交流を望んでいるので、それは盛り込む予定。 

村上幹事】スタディツアーに行く方は？ 

事務局】水俣病について学ぶ、自然とのふれあいを楽しむ等を盛り込む。 

意見】環境教育活動支援の予算が上がっているが、なぜか。 

事務局】3万円では予算規模が小さいので魅力に乏しいのではと考え、予算を 5万円とした。 

また、早めに募集を開始する予定。 

承認：拍手多数を以て承認を得た。 

 

第３号議案 

質疑：なし 

承認：拍手多数を以て承認を得た。 

 

以上で、本年度の総会議案は事務局提案の通り承認された。 

 

第２部：報告会 環境講演会（14：40～16：30） 

１．報告会 

  １）「非営利株式会社 市民共同発電うべの設立」 

     非営利株式会社 市民共同発電うべ 代表取締役社長 新谷 弘昌 氏 

２）「うべこまちの自転車まちづくり活動」 

うべ交通まちづくり市民会議 会長 高橋 成次 氏 

 

２．環境講演会 

演題：「次世代自動車の概要と技術」 

講師：山口東京理科大学工学部教授 貴島 孝雄 氏 

 

＜質問は事務局が講師に伝え、講師回答を直接質問者へ届けるか、HPに掲載する＞ 

 ・ご意見およびご質問はなかった。 

 

以上  

 

※ 議事録は規約により事務局が作成・保管 

 

2017年 6月 23日 

 

文責）事務局長 殿河内 誠 印 



【代表・来賓挨拶の概要】 

 

代表挨拶 

・パリ協定からアメリカが離脱することについて。 

温暖化対策が遅れをきたすのではないか懸念。 

経済優先になっていると感じるが、身近なことでも地産地消より価格優先など同様のことが起こってい

る。 

 

 

来賓挨拶 

・好天により小野湖の貯水率低下。工業用水の節水が始まっている。 

・UNCCA創立 15年および総会開催祝辞。温暖化対策への謝辞。 

・市議会にて市民共同発電が大きなテーマになっている。宇部市では初めてだが、20年以上前から全国各

地で広がっている。地域のエネルギーと経済の好循環。 

・藤山小学校が環境教育モデル校として実施。環境教育学習プログラムを策定した。 

・市役所建て替えの基本計画・基本設計まで来た。最先端の ICT行政オフィスに、市民活動の拠点にして

いく。ワークショップ開催している、11月にはパブリックコメントを募集する。 

・エコハ券・はつらつポイント・（商工会議所のワンコインパスポートも）などの地域通貨の一本化をして

いきたい。 

・エネルギーよし・経済よし・地域社会よしの三方よしをめざし、経済と調和した持続可能な発展ができ

る環境共生都市を作っていきたい。 


